
　
　
　
ま
え
が
き
　
　
３

第
１
章
日
本
の
原
子
力
開
発
利
用
の
社
会
史
を
ど
う
み
る
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９

　
　
　
　
７
　
日
本
の
原
子
力
開
発
利
用
の
国
際
的
文
脈
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
　
　
９

　
　
　
　
２
　
日
本
の
原
子
力
開
発
利
用
の
構
造
的
特
質
　
　
1
7

　
　
　
　
３
　
日
本
の
原
子
力
開
発
利
用
の
社
会
史
の
時
代
区
分
　
　
2
8

第
２
章
戦
時
研
究
か
ら
禁
止
・
休
眠
の
時
代
（
一
九
三
九
～
五
三
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
5

　
　
　
　
7
　
日
本
の
原
爆
研
究
　
　
4
5

　
　
　
　
2
　
連
合
国
軍
の
原
子
力
研
究
禁
止
政
策
　
　
5
4

　
　
　
　
３
　
原
子
力
研
究
の
解
禁
と
科
学
界
の
動
き
　
　
6
3

第
３
章
制
度
化
と
試
行
錯
誤
の
時
代
（
一
九
五
四
～
六
五
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
9

　
　
　
　
7
　
原
子
力
予
算
の
出
現
　
　
6
9

　
　
　
　
2
　
科
学
界
の
対
応
と
原
子
力
三
原
則
の
成
立
　
　
7
4

　
　
　
　
３
　
原
子
力
開
発
利
用
体
制
の
整
備
へ
向
け
て
　
　
8
0

　
　
　
　
4
　
二
元
的
な
推
進
体
制
の
形
成
　
　
8
6

　
　
　
　
５
　
原
子
炉
技
術
に
関
す
る
必
要
最
小
限
の
解
説
　
　
9
4

　
　
　
　
6
　
炉
型
戦
略
に
お
け
る
試
行
錯
誤
　
　
1
0
2

　
　
　
　
7
　
核
燃
料
開
発
分
野
に
お
け
る
試
行
錯
誤
　
　
１
１
１

第
４
章
　
テ
イ
ク
オ
フ
と
諸
問
題
噴
出
の
時
代
（
一
九
六
六
～
七
九
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
1
7

　
　
　
　
1
　
原
子
力
発
電
事
業
の
テ
イ
ク
オ
フ
　
　
1
1
7

　
　
　
　
2
　
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
（
動
燃
）
の
発
足
　
　
1
2
4

　
　
　
　
３
　
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
技
術
に
関
す
る
必
要
最
小
限
の
解
説
　
　
1
3
3

　
　
　
　
4
　
社
会
主
義
計
画
経
済
を
彷
彿
さ
せ
る
原
子
力
発
電
事
業
の
拡
大
　
　
1
4
3

　
　
　
　
5
　
反
対
世
論
の
台
頭
と
そ
れ
へ
の
官
庁
・
電
力
の
対
応
　
　
1
4
9

　
　
　
　
6
　
原
子
力
共
同
体
の
内
部
対
立
激
化
と
民
営
化
の
難
題
　
　
1
6
2

　
　
　
　
7
　
核
不
拡
散
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
摩
擦
　
　
1
7
2

第
5
章
安
定
成
長
と
民
営
化
の
時
代
（
一
九
八
〇
～
九
四
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
7
9

　
　
　
　
7
　
軽
水
炉
発
電
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
「
独
立
王
国
」
の
建
国
　
　
1
7
9

　
　
　
　
2
　
対
米
自
立
政
策
の
形
成
と
屈
折
　
　
1
8
7

　
　
　
　
３
　
商
業
用
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
計
画
の
始
動
　
　
1
9
2

　
　
　
　
4
　
高
速
増
殖
炉
お
よ
び
そ
の
再
処
理
に
関
す
る
技
術
開
発
の
展
開
　
　
2
0
2



　
　
　
　
５
　
科
学
技
術
庁
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
他
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
　
　
2
0
9

　
　
　
　
6
　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
脱
原
発
世
論
の
高
揚
　
　
2
2
0

　
　
　
　
7
　
冷
戦
終
結
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
核
不
拡
散
問
題
の
再
浮
上
　
　
2
2
9

　
　
　
　
8
　
国
内
に
お
け
る
不
協
和
音
の
高
ま
り
　
　
2
3
4

第
６
章
事
故
・
事
件
の
続
発
と
開
発
利
用
低
迷
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
世
紀
末
の
曲
が
り
角
（
一
九
九
五
～
二
〇
〇
〇
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
4
5

　
　
　
　
7
　
世
紀
転
換
期
の
原
子
力
開
発
利
用
の
見
取
図
　
　
2
4
5

　
　
　
　
2
　
高
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
事
故
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
　
　
2
5
0

　
　
　
　
３
　
原
子
力
行
政
改
革
の
展
開
　
　
2
5
5

　
　
　
　
4
　
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
と
の
関
係
の
見
直
し
　
　
2
6
3

　
　
　
　
5
　
分
水
嶺
と
な
っ
た
東
海
再
処
理
工
場
の
火
災
・
爆
発
事
故
　
　
2
6
8

　
　
　
　
6
　
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
原
状
復
帰
へ
向
け
て
　
　
2
7
2

　
　
　
　
7
　
高
速
増
殖
炉
開
発
政
策
の
さ
さ
や
か
な
軌
道
修
正
　
　
２
７
９

　
　
　
　
8
　
Ｊ
Ｃ
Ｏ
ウ
ラ
ン
加
工
工
場
臨
界
事
故
　
　
2
8
7

　
　
　
　
9
　
商
業
原
子
力
発
電
拡
大
の
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
　
　
2
9
0

　
　
　
　
1
Ｏ
　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
原
子
力
発
電
　
　
2
9
5

　
　
　
　
1
1
　
電
力
自
由
化
論
の
台
頭
　
　
3
0
2

第
7
章
事
故
・
事
件
の
続
発
と
開
発
利
用
低
迷
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
原
子
力
立
国
へ
の
苦
闘
（
二
〇
〇
千
言
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
0
7

　
　
　
　
7
　
中
央
行
政
再
編
と
科
学
技
術
庁
解
体
　
　
3
0
7

　
　
　
　
2
　
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
大
幅
な
遅
れ
　
　
ｍ

　
　
　
　
ｊ
　
原
子
炉
損
傷
隠
蔽
事
件
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
　
　
3
2
1

　
　
　
　
4
　
佐
藤
栄
佐
久
福
島
県
知
事
の
反
乱
　
　
3
2
5

　
　
　
　
了
　
電
力
自
由
化
問
題
と
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
　
　
3
3
0

　
　
　
　
6
　
原
子
力
体
制
の
再
構
築
　
　
3
3
8

　
　
　
　
7
　
柏
崎
刈
羽
原
発
の
地
震
災
害
　
　
3
4
5

　
　
　
　
8
　
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
の
混
迷
　
　
3
4
8

　
　
　
　
９
　
民
主
党
政
権
時
代
の
原
子
力
政
策
　
　
3
5
4

第
8
章
福
島
原
発
事
故
の
衝
撃
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
6
3

　
　
　
　
7
　
福
島
原
発
事
故
の
発
生
　
　
3
6
3

　
　
　
　
2
　
福
島
原
発
事
故
の
拡
大
　
　
3
6
7

　
　
　
　
3
　
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
放
出
　
　
3
7
0

　
　
　
　
4
　
福
島
原
発
事
故
の
国
民
生
活
へ
の
影
響
　
　
3
7
3



　
5
　
世
界
の
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
級
事
故
　
　
3
7
8

　
6
　
危
機
発
生
予
防
対
策
の
不
備
　
　
3
8
2

　
7
　
危
機
管
理
措
置
の
失
敗
　
　
3
8
5

　
I
　
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
　
　
3
9
0

　
9
　
歴
史
的
分
水
嶺
と
し
て
の
福
島
原
発
事
故
　
　
3
9
3

あ
と
が
き
　
　
3
9
5

索
引
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